
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

若手研究(B)

2013～2011

中国ビルマ国境域における民族景観の変容と国境域文化の創造に関する人類学的研究

Anthropological Study on Transformation of Ethnoscapes and Formation of Borderland C
ultures

１０３９０７１７研究者番号：

木村　自（KIMURA, MIZUKA）

大阪大学・人間科学研究科・助教

研究期間：

２３７２０４２６

平成 年 月 日現在２６   ６   ３

円     2,500,000 、（間接経費） 円       750,000

研究成果の概要（和文）：本科研プロジェクトでは、中国とビルマ国境間の人口流動が、国境都市・村落の人口構成と
社会文化をいかに変えたのかという点について調査研究した。人口構成を民族景観として、社会変化を国境域文化の創
造と定義して、中国ビルマ国境都市である瑞麗を対象に、文献調査および現地調査を行った。その結果、主に次の点に
ついての知見が得られた。
（1）瑞麗は国境交易の中心として発展しているとともに、国境を挟んだ地域の人々が比較的自由に国境を往来するこ
とができるため、国境による国民管理をすり抜けるような民族景観が見られる。（2）そうした民族景観は、ビルマ難
民のカチン人やロヒンギャ、華僑など境界領域にある人々が参集している。

研究成果の概要（英文）：This project investigates how the population and products flows between Myanmar an
d China transformed the population characteristic and social cultures in towns and villages of border area
. I consider the population characteristic as ethnoscape and social transformation as a formation of borde
r cultures. I conducted literature and field research in Ruili, a China-Myanmar border area. Following is 
the result of this project;
(1) Since Ruili has been developing as a border trade center and people in border area can cross the natio
nal border easily, we can see an ethnoscape which transcend the nation-state borders. (2) This ethnoscape 
attracts those who are situated in a social border areas such as Kachin refugees, Rohingya refugees and ov
erseas Chinese.
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１．研究開始当初の背景 
 
中国とビルマ間の人口・商品・文化の流動を
背景として、ビルマと国境を接する中国雲南
省の中小規模都市では、ビルマ人と中国人が
複雑に混住する状況が生じている。こうした
民族景観の変化は、新たな「国境域文化」や
「国境域コミュニティ」を出現させた。 
 
国境域をある特殊な境界空間と理解し、その
境界域における人々の流動性や文化の生成
を調査分析することで、国民国家を相対化す
るような視点を提示することができる。東南
アジアの各地域やヨーロッパ、北中米社会に
おいては、こうした国民国家の境界域を分析
対象とする研究が近年数多く提出されてい
る。本研究が目指す中国とビルマの国境域の
文化変容は、そうした人類学の大きな潮流の
中にある。 
 
２．研究の目的 
 
以上を踏まえ、本研究は次の 3 点の解明を目
的としていた。 
 
①中国ビルマ国境域の民族景観の現状と変
容を、フィールドワークと文献調査に基づき
解明する。とくに中国ビルマ国境の中国側に
は、合法・違法含めた大量のビルマ人移住者
が存在している。かれらの移動と社会組織の
動態を調査することで、民族景観の変容を明
らかにする。 
 
②中国ビルマ国境域の商業施設や宗教施設
などで新たに出現した多民族間関係に着目
し、複数の行為主体の力学関係のなかで創出
される「国境域文化」「国境域コミュニティ」
を解明する。なかでも、中国ビルマ国境域は、
従来国境を越えた人口移動が激しく、独自の
文化的・社会的実践が存在してきた。そうし
た実践に着目することで、「国境域文化」に
ついて明らかにする。 
 
③中国ビルマ国境域の社会・文化的変容を他
の東アジア・東南アジア地域の国境域研究と
比較することで、ポスト国民国家時代におけ
る「国境域コミュニティ」創出の意義を検討
する。 
 
３．研究の方法 
 
主にフィールド調査における観察と聞き取
り調査に基づいて研究を行った。調査地域は、
中国とビルマの国境域にある中小都市とし
た。中国では、瑞麗市を中心の調査し、ビル
マ側では、マイジャーヤンおよび近郊の難民
村落において調査を行った。 
 
瑞麗市における調査は、おもに聞き取り調査
である。とくに、ビルマ人移住者に焦点を当

てたため、モスクおよび玉市場において宗教
指導者やコミュニティ・リーダーを対象にし
て聞き取り調査を行った。 
 
マイジャーヤンと難民村落においては、言語
上の問題からおもに参与観察を行った。 
 
４．研究成果 
 
以下の研究結果が得られた。 
 
（1）現在、瑞麗をはじめとした国境域は、
国境交易の中心として極めて繁栄している。
国境域における交易に対して、納税の軽減政
策が取られ、ビルマ内地や中国内地からも数
多くの取引客が訪れている。 
 
（2）国境交易の繁栄は、瑞麗市の人口構成
の変化に大きな影響を与えている。国境域に
居住する富裕層の多くは、ビルマ国籍を有す
る（あるいは有していた）華僑である。また、
瑞麗市内の多くの商店やサービス業界は、ビ
ルマ人労働者を雇い、底辺労働に従事させて
いる。玉産業の多くが、インド系ビルマ人で
あるロヒンギャによって担われている。また、
ビルマ側の国境域においては、カジノなどの
賭博業が繁栄しており、おもに中国人が国境
を越えて賭博をしている。 
 
（3）瑞麗市の経済的繁栄とは対照的に、ビ
ルマ側の国境域はアジールとしての様相も
呈している。カチン族とビルマ政府との紛争
を受け、ビルマ・カチン州内から大量のカチ
ン族難民が中国とビルマの国境沿いに集結
している。 
 
（4）以上の三点から理解するに、ネーショ
ンステートの境界たる国境は、国民を分かつ
境界線というよりは、文化的社会的歴史的に
異なる背景をもつ人々が集合し、多様な力関
係のなかで社会が流動する国境域空間であ
ると言える。その国境域空間においては、制
度的な境界（徴税システム、経済格差など）
を利用して多大な富が集結するとともに、麻
薬や賭博などの違法行為、さらには難民が庇
護を求めて集合するアジールなど、多様な役
割を引き受けていると言える。 
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